
開
催
へ
向
け
て
パ
ネ
ル
を
組

む
準
備
等
は
、
つ
ど
え
～
る
関

係
者
も
応
援
し
、
前
日
の
午
前

中
に
終
了
。
夕
刻
に
は
作
品
展

示
も
終
え
た
。

館
内
に
は
倉
掛
地
区
民
ら
の

趣
味
作
品
や
珍
品
な
ど
と
と
も

に
、
少
年
団
や
消
防
団
、
サ
ロ

ン
あ
す
は
ら
関
係
団
体
が
出
品

し
た
約
百
点
（
別
途
団
体
約
百

点
）
が
並
び
、
多
く
の
来
館
者

で
賑
わ
っ
た
。

二
日
目
の
８
日
午
前
に
は

「
井
原
の
歴
史
・
人
物
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
柳
沢
綾
子
氏

（
井
原
市
教
育
委
員
会
文
化

課
）
に
よ
る
講
演
が
あ
っ
た
。

柳
沢
氏
は
百
数
年
前
、
郷
社

足
次
山
神
社
で
育
苗
し
た
桜
を

小
田
川
堤
に
植
え
た
史
実
を
は

じ
め
、
和
算
の
難
問
が
解
け
た

こ
と
を
記
念
し
て
佐
藤
善
一
郎

貞
次
ら
一
門
が
奉
納
し
た
算
額

が
足
次
山
神
社
に
２
面
現
存
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
倉
掛
に
関

係
す
る
懐
か
し
い
画
像
な
ど
を

ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。
受
講
し
た

約
30
人
は
地
元
の
歴
史
を
興
味

深
く
学
習
し
た
。

そ
の
後
、
倉
掛
公
民
館
に
場

所
を
移
し
、
自
治
連
合
会
山
本

勝
己
防
災
広
報
広
聴
部
長
の
指

導
で
備
前
焼
の
体
験
教
室
を
開

催
。
約
20
人
が
土
ひ
ね
り
を
楽

し
ん
だ
。

会
場
を
訪
れ
た
倉
掛
の
男
性

は
「
倉
掛
だ
け
の
文
化
祭
な
が

ら
、
立
派
な
作
品
や
珍
品
が
多

い
の
に
は
驚
い
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
た
。

自
治
連
合
会
の
谷
和
政
会
長

は
「
文
化
祭
を
通
し
て
地
域
の

方
々
の
交
流
が
図
れ
る
こ
と
は

意
義
深
い
」
と
話
し
て
い
た
。

第
３
回
井
原
地
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
11
月
３
日
、

井
原
小
学
校
運
動
場
に
８
地
区

（
10
チ
ー
ム
）
の
選
手
ら
が
集

ま
っ
て
開
か
れ
、
規
定

の
８
ホ
ー
ル
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

各
チ
ー
ム
（
６
人
）

は
ジ
ュ
ニ
ア
（
高
校
生

以
下
）
・
ミ
ド
ル
（
19

歳
以
上
60
歳
未
満
）
・

シ
ニ
ア
（
60
歳
以
上
）

の
三
世
代
か
ら
二
人
ず

つ
出
場
し
て
腕
前
を
競

っ
た
結
果
、
団
体
の
部

の
優
勝
は
新
町
（
計
１

５
３
打
）
。
倉
掛
（
計

１
５
８
打
）
は
２
位
に
食
い
込

ん
だ
。

一
方
、
個
人
戦
は
ミ
ド
ル
の

部
で
倉
掛
５

－

２
組
村
上
達

也
さ
ん
＝
写
真
左
＝
が
20
打
で

優
勝
。
シ
ニ
ア
の
部
も
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
出
し
、
22
打
で
ホ

ー
ル
ア
ウ
ト
し
た
倉
掛
13

－

３

組
佐
能
敏
政
さ
ん
が
準
優
勝

と
、
そ
れ
ぞ
れ
好
成
績
を
挙
げ

た
。
こ
の
日
は
曇
り
空
で
肌
寒

い
天
気
だ
っ
た
が
、
参
加
者
は

他
地
区
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流

を
図
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
年
末
年

始
行
事
を
控
え
、
倉
掛
夏
目
氏

子
の
一
斉
清
掃
が
12
月
29
日
、

午
前
９
時
よ
り
行
わ
れ
る
。

元
旦
祭
は
元
日
午
前
零
時
か

ら
。
初
詣
受
付
は
元
日
と
２
日

の
午
前
９
時
～
午
後
３
時
。

厄
除
け
祈
願
祭
及
び
歳
祝
い

の
お
祓
い
は
２
月
１
日
（
９
時

～
12
時
）
と
２
日
（
９
時
～
15

時
）
の
二
日
間
行
わ
れ
る
。
事

前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
以
来
、

大
水
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
小
田
川

河
川
敷
に
堆
積
し
た
土
砂
。

倉
掛
自
治
連
合
会
が
要
望
書

を
提
出
し
た
大
正
橋
～
井
原
大

橋
間
の
河
道
掘
削
が
、
10
月
中

旬
よ
り
井
原
大
橋
周
辺
の
み
行

わ
れ
た
。
昨
年
７
月
の
豪
雨
の

際
、
井
原
大
橋
上
手
は
堤
防
越

水
ま
で
わ
ず
か
15
㎝
と
迫
っ
た

経
緯
が
あ
り
、
住
民
ら
は
「
掘

削
範
囲
を
拡
げ
て
早
急
に
工
事

を
」
と
期
待
し
て
い
る
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／谷 和政

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

井
原
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

歴

史

講

演

会

や

備

前

焼

体

験

教

室

丸山 節子 18-1組 洋裁・スーツ
三宅 勝 9 組 飾盆・蔵の街倉敷
三宅紀美子 9 組 きり絵・武家屋敷
朝原 久子 17 組 ボールペン習字
藤原 朱実 18-1組 ポーセラーツ
渡辺 公恵 15-1組 絵画・向日葵ほか

井上 純志 15-2組 御朱印帳
井上 正子 15-2組 御朱印帳・白衣
柳本 康江 6 組 書・初聲をほか

大久保克朗 8 組 郷社・獅子鼻ほか

谷 和政 16 組 阪神ユニホームほか

谷 秀成 16 組 習字・考える力ほか

谷 愛里子 16 組 習字・はく手ほか

糸島 潤弥 16 組 珍品・屋久杉の机
西田 久志 駅前通 賽銭箱
山室 晶史 郷 社 写真・郷社境内ほか

山岡 淳志 17 組 自然石・自然木
竹田 京子 12-2組 かな習字
渡辺 元子 4 組 備前焼・寄せ植え
実森 久松 5-2組 珍品・マッチ箱
佐能 直子 13-3組 植物寄せ植え②
森 典子 ｸ゙ﾗｽﾊｲﾑ クラフトバッグ
田原耕太郎 13-1組 大相撲手形②
田原 益江 13-1組 タイガース額ほか

関戸 啓二 4 組 写真・彦根城
関戸智津子 4 組 ポーセラーツ
渡辺 悦已 15-1組 ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ
大西 博美 16 組 日本画・月下美人
増成 実 14 組 藤原啓の書ほか

増成 容子 14 組 トールペイント②
西山 英子 13-1組 きめこみ②
西山 麗音 13-1組 習字・工作
西山麗乃亜 13-1組 習字・工作
丸山 敏美 18-2組 クラフトバッグ
河田 友恭 16 組 日本画・春の川辺
平井 達也 1 組 昭和の風景ほか

森 梅子 18-3組 彫刻・枇杷
小林 和幸 13-1組 木彫②
加納 美穂 日の丸 ポストカード
山本 勝己 13-1組 陶芸・信楽＆備前
渡辺 照子 8 組 書道・和泉式部集
山岡 千寿 7 組 書道・手芸
山岡 朗子 7 組 ﾊﾟｯﾁﾜｰｸ④
梶谷 昌弘 18-3組 書道・山風
匿 名 日本人形・まり
倉橋 弘一 13-2組 あみもの・ｶｰﾃﾞｶﾞﾝ
山岡 節子 15-1組 手工芸・石粉粘土
遠藤 生三 8 組 石膏像・自刻像
佐能 享子 12-2組 クラフトバッグ
松井千鶴子 福 屋 生花・木瓜自由花
妹尾 紀子 3 組 生花・野いばら
妹尾 嘉大 3 組 書・至誠惻怛
妹尾 文彦 3 組 水彩画・なす
西村 亮子 2 組 リメイク・衣服
渡辺伸太郎 13-3組 メダル・岡山ﾏﾗｿﾝ
片岡 秀憲 17 組 写真②ほか

片岡 宏文 14 組 ガーデン小物
片岡 文子 14 組 寄せ植え
森山 芳子 13-2組 おひな飾りほか

細羽 正敏 5-2組 備前焼
細羽 啓子 5-2組 ｸﾛｽ・ｽﾃｯﾁ刺繍
佐藤 敏弘 16 組 写真②
佐藤美弥子 16 組 写真②
松井 憲司 12-2組 盆栽・松
渡辺 研一 4 組 2019倉掛写真集
倉掛少年団 写真・賞状ほか

サロンあすは 写真・年間活動
倉掛パソコンクラブ つる篭＆作品集ほか

倉掛山岳同好会 写真
倉掛ソフト同好会 写真・賞状
つどえ～る つどえ～る通信ほか

消防団第３部 消防車・賞状ほか

倉掛自治連合会 防災グッズほか

≪出品一覧≫
※敬称略

隔
年
開
催
の
第
６
回
倉
掛
文
化
祭
＝
倉
掛

自
治
連
合
会
主
催
＝
が
12
月
７
～
８
日
、
つ

ど
え
～
る
で
開
か
れ
た
。

約１００作品を展示
倉

掛

文

化

祭

掘
削
範
囲
拡
大
に
期
待

小
田
川
河
川
敷

氏
子
一
斉
清
掃

厄
除
け
祈
願
祭

第
６
回
倉
掛
文
化
祭
開
催
に
あ
た
り
、
皆
々
様

に
は
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
る
令
和
２
年
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

倉
掛
自
治
連
合
会
役
員
一
同

郷
社
行
事
予
定

今回も実力を発揮した倉掛チーム

倉掛裏



サ
ロ
ン
あ
す
は
が
好
天
に
恵

ま
れ
た
11
月
11
日
、
ミ
カ
ン
狩

り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
会

員
31
人
が
参
加
し
た
。

午
前
９
時
、
つ
ど
え
～
る
に

集
合
し
た
一
行
は
社
協
の
バ
ス

２
台
に
分
乗
し
出
発
。
尾
道
市

生
口
島
へ
向
か
っ
た
。

こ
の
た
び
ミ
カ
ン
狩
り
を
す

る
河
野
農
園
に
は
10
時
30
分
に

到
着
。
経
営
者
の
河
野
さ
ん
か

ら
説
明
を
聞
き
、
渡
さ
れ
た
袋

と
ハ
サ
ミ
を
手
に
ミ
カ
ン
狩
り

を
開
始
し
た
。

参
加
者
は
採
っ
た
ミ
カ
ン
を

食
べ
な
が
ら
「
甘
い
」
「
酸
っ

ぱ
い
」
と
、
さ
っ
そ
く
味
見
。

手
元
の
袋
に
い
っ
ぱ
い
入
れ
て

満
足
そ
う
な
表
情
を
見
せ
て
い

た
。お

食
事
処
か
ね
よ
し
で
昼
食

を
と
り
、
平
山
郁
夫
美
術
館
へ

移
動
し
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
や
し

ま
な
み
海
道
を
描
い
た
大
作
な

ど
を
鑑
賞
。
帰
り
に
瀬
戸
田
す

い
ぐ
ん
丸
で
土
産
を
買
い
、
午

後
３
時
40
分
ご
ろ
に
つ
ど
え
～

る
へ
戻
っ
た
。
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12/29  郷社掃除＆新年祈願祭準備

12/31  郷社越年・新年祈願祭

1/ 1～2 郷社初詣受付 ※別記参照

1/ 5  井原分団第３部試運転日

1/ 5  つどえ～る仕事始め

1/12  井原線感謝デー

１日乗り放題＆スタンプラリー

1/15  郷社足次山神社役員会

1/17  倉掛自治連合会役員会

1/19  井原市消防出初式

1/19  欅の杜の市（門田町大谷）

1/25～26 生涯学習の集い・まなびフェ

スタinいばら 9：00～16：00

2/ 1  郷社厄除け 9：00～12：00

2/ 1  協働のまちづくりフェスタ

2/ 2  井原分団第３部試運転日

2/ 2  郷社厄除け 9：00～15：00

3/ 1  全国健康マラソン井原大会

3/ 8  倉掛少年団入退団式

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

地
域
住
民
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
消

防
団
活
動
に
対
す
る
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
一
月
よ
り
、
部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂

き
、
気
が
付
け
ば
早
い
も
の
で
一
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
年
頭
よ
り
部
長
と

い
う
職
務
の
重
さ
を
痛
感
し
、
無
事
務
め
る

こ
と
が
で
き
る
か

と
不
安
も
多
い

中
、
こ
こ
ま
で
進

ん
で
こ
れ
た
の

は
、
地
域
住
民
の

皆
様
方
や
多
く
の

先
輩
方
、
本
部
の

方
々
、
そ
し
て
団
員
一
同
が
本
当
に
良
く
力

を
貸
し
て
く
れ
た
お
か
げ
だ
と
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
重
ね
て
と
は
な
り
ま
す
が
、
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
の
住
む
岡
山
は
、
災
害
の

少
な
い
地
域
だ
と
よ
く
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
で

は
、
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
、
今
後
、
い
つ
発
生
が

予
想
さ
れ
る
か
分
か
ら
な

い
大
規
模
災
害
に
対
し
、

災
害
に
脆
い
面
も
あ
る
と

い
う
事
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
地
域
に
お
い
て
担
う
べ
き
役
割
を
消
防

団
員
と
し
て
よ
く
考
え
、
よ
く
備
え
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
引
き
続
き
団

員
一
丸
と
な
り
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
よ
り
一
層
の
防
災
意
識
を
高
め
て
頂
く

と
と
も
に
、
消
防
団
活
動
に
対
し
、
益
々
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※つどえ～るカフェ（祝日休み）
金曜日 10：00～15：00
日曜日 10：00～12：00

※つどえ～る金曜朝市
金曜日 10：15～15：00

サロンあすはクリスマス交流会がつどえ～るで

12月５日、会員ら約40人が参加して開かれた。

渡辺照子会長の開会挨拶に続いて、ゲストの大

上照子氏が、鮮やかなマジックを次々に披露する

と、会場内は驚きと愉快な種明かしに拍手喝さい。

その後、おもしろクイズなどを楽しんだ。

コい

ーき

ナい

ーき

井原分団第３部

部 長 塚原一徳

■サロンあすはクリスマス会

防災意識

「

甘

い

」
「

酸

っ

ぱ

い

」

楽 し い 出 し 物 満 載
倉 掛 少 年 団 （ 1 2 / 1）

サ ロ ン あ す は バ ス 旅 行

協
力
有
り
難
う

倉

掛

少

年

団

資

源

回

収

１１／１７

師走恒例の倉掛少年団クリスマス会が12

月１日、幼稚園児や低学年の児童らを招い

て井原公民館で行われ、趣向を凝らした学

年別の出し物などを楽しんだ。

集
積
所
は
Ｊ
Ａ
岡
山
西
駐
車
場

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
回
収
作
業

12

－

２
組
西
村
さ
ん


